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今年は東京も厳しい寒さの冬となりました．インフ

ルエンザも昨年に比べて少なく，このまま流行が終息

してくれれば幸いです．また，流行を繰り返している

ノロウイルス胃腸炎も昨年より少ないようです．ノロ

ウイルスは牡蠣が原因とされてきましたが，現在流行

しているG /4株は牡蠣からの分離は少なく，主に

ヒト→ヒト感染によって流行していると考えられま

す．ノロウイルスは人間以外の動物には感染せず，培

養細胞でも増殖しません．このため現在は培養も感染

モデルも不可能なため診断は遺伝子検査が中心でし

た．しかし，臨床の現場ではもっと迅速で簡便なノロ

ウイルスの検出法が渇望されています．本号の“技術

講座”ではノロウイルスの免疫学的検査法を解説して

いただきました．ノロウイルスが疑われる患者さんの

取り扱いでは多くの医療機関が苦慮していると思いま

す．嘔吐が強いので一見重症にみえますが，ほとんど

は発症から2～3日で嘔吐や下痢などの症状は消失し

ます．吐物を誤嚥して肺炎を併発した例などを除いて

重篤になることは極めて稀です．このため患者さんに

十分病気の説明を行い，できるだけ入院させず，外来

で補液などの処置を行って帰宅させることが病院感染

対策上重要です．

本号は“病気のはなし”では「皮膚癌」と「脳梗

塞」を取り上げました．「皮膚癌」ではダーモスコ

ピーによる腫瘍の拡大観察とコンピュータ処理による

新しい診断法が話題となっています．また「脳梗塞」

は血栓溶解療法の導入により治療が劇的に改善されま

した．“技術講座”では，先に述べた「ノロウイルス

迅速抗原検査」と，基本的知識として重要な「自動白

血球分析装置におけるヒストグラムの見方」を取り上

げました．わが国の医療は「医療費抑制」を最重要課

題として大きな変革期を迎えています．臨床検査の分

野も厳しい状況に置かれており，状況は悪化の一途を

たどっていますが，「患者にとって質の高い医療」を

提供するためにこれからも頑張ってください．

(菅野治重)
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